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安平町住民のうち 65 歳から 75 歳未満の前期高齢者で、福祉施設などに入
所していない自立世帯のうち男女合計 1,364 人を対象とした。 
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本調査研究の結果，異なる医療事情下にある安平町の前期高齢者では，旧早来町と旧追分
町の両地区間で，かかりつけ医の町外受療率，救急医療の町外受療率ともに，旧早来町の
前期高齢者で高いという有意差が認められ，居住地域にかかりつけ医が存在するか否かが，
救急車の利用も含めた受療行動に強い影響を与えていることが示唆された．また，それら
受療した前期高齢者の約半数は入院の必要性がなく，町内の医療機関で対応可能な軽症者
が，町外の医療機関に流出しているといった可能性も示唆された. 
研究の限界の通り，回収率 53.9%と前期高齢者全体の把握には至らないが，本調査結果
による高齢者の受療行動とその傾向は，道内の都市部に隣接した他の各市町村についても
同様に，高齢者医療の流出を示唆するものである．本来，高齢者医療は地域医療であり，
居住する地域において満足できる医療体制を提供し，高齢者の日常的，経済的負担を軽減
することが行政に求められる重要な課題であるが，本調査研究は，前期高齢者の受療行動
とその傾向を明らかにし，適切な高齢者医療，救急医療の提供と，今後の地域医療や高齢
社会対策への提言となることを示唆し，学位論文として医学修士授与に値するものと審査
員全員から評価された． 
 
